
212024年 3月号

広　告

広　告 広　告

HOT コミュニケーション
楽しみながら健康を祈る

　２月２日に、65 歳以上の高齢者を対象とした「ふ
れあい会食会」が、社会福祉協議会主催のもと、ゆ
とろで開催されました。参加者は、北海道医療大学
の学生が企画したストレッチや椅子ヨガ、節分に関

する〇×ゲームに
挑戦したほか、豆
に見立てたボール
を鬼が持っていた
かごに投げ入れ、
１年の健康を祈っ
ていました。

白銀のゲレンデを滑走！

　2 月 3 日に、石狩平原スキー場で、当別スキー連
盟主催の「第 13 回当別アルペンスキー大会」が開催
され、総勢 75 名が出場しました。第２ゲレンデに設
置された計 14 旗門のポールをすり抜けながら頂上か

ら麓までを滑り降
り、小学生からシ
ニアの部まで鎬

しのぎ
を

削る選手たちの好
走に、ギャラリー
からは 歓 声が 上
がっていました。

　１月 30 日から２月３日にかけて、冬期の自動運転
EV バスの実証運行を株式会社マクニカと共に実施し
ました。自動運転 EV バスは、昨夏に行われた実証
運行と同じルートである JR ロイズタウン駅からロイ

厳しい雪道での実証運行

ズタウン工場間を
運行し、降雪や積
雪環境、路面の凍
結、吹き溜まりな
どの状況下におけ
る冬期運行データ
を収集しました。

STEAM 教室で芽生える子どもたちの創造性

　 町 教 委 主 催 の ５ 歳 児 向 け「LEGO で 学 ぼ う 
STEAM 教室」が２月４日に白樺コミセンと西当別
コミセンの両方で開催。中央コンピューターサービ
ス株式会社のスタッフによる指導のもと、子どもた

ちはレゴブロック
を組み立て、花の
中心を光らせるプ
ログラミングを体
験。入学に向けて
創造性や思考力を
高めていました。
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　２月 10 日と 11 日に、「冬季プログラミング教室」
が町内の小学３～６年生を対象として、西当別コ
ミュニティセンターで開催されました。参加した児
童はタブレットを使ってプログラミングし、シュー

未来のゲームクリエイターへ

ティングゲームを
制作。その後、弾
の形を変えるなど
アレンジを加え、
オリジナルのゲー
ムを作り上げてい
ました。

　２月19日に、北海道主催の「北海道指導農業士・農
業士称号贈呈式」が札幌市内で行われ、庵博介さん（春
日町）、稲村英樹さん（東裏）、岡野貴儀さん（川下）の
３名が新たに北海道指導農業士に認定されました。指

北海道指導農業士に認定されました

導農業士は、次世
代農業の担い手育
成指導や地域農業
の振興に対する協
力等を行う優れた
農業者が認定を受
けられるものです。
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ボールを繋げて交流の輪を広げる

　ふれ・スポ・とうべつ主催「第 10 回ミニバレー交
流会」が 2 月17 日に総合体育館で開催され、3 つの
部門に計22チームが出場しました。試合は4つのコー
トで同時に行われ、ナイスプレーには相手味方関係な

く賞賛の声が上が
るなど、和気あい
あいとした雰囲気
のなかで、選手た
ちは４年ぶりの交
流会を楽しみまし
た。

HOT コミュニケーション

　白球に自チームの球を投げて近づける「ボッチャ」
の講座がことぶき大学の方を対象に、ゆとろで２月
９日に開催されました。スポーツ推進委員指導のも
と、三人一組に分けられたチームでリーグ戦が行わ

一球入魂！楽しいボッチャの世界

れ、参加者は球を
投げるたびに「上
手！」「惜しい！」
など一喜一憂。手
軽にできるゲーム
で和やかに楽しん
でいました。


